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りんごの棚プロジェクトチーム
保育教育学科 （４年）安部成葉、加武美咲、高橋ちひろ、寺本彩夏
地域文化学科 （３年）澤 樹里、（４年）嶋田光紗
保育教育学科 （教員）内山仁志、梶間奈保
協力 :おはなしレストランライブラリー尾崎智子、秦みのり、学務課障がい学生支援コーディネーター 宮﨑潤子

【おはなし会＆体験会の実施】

【施設見学】

オーテピア高知は、県立・市立図書館と科学
館が一体となった複合施設であり、点字や音
声など多様な形式の資料を提供する「声と点
字の図書館」を内包している。徹底したユニ
バーサルデザインにより、支援制度や専門機
関につながっていない人にも開かれた情報環
境を目指し、誰もがアクセスできる知の拠点
として機能していることがわかりました。
「ユニバーサルデザインこうち」のメンバー
と意見交換会を行いました。

しまねライトハウスライブラリーは、
1962年に点字図書館として開設され、
現在は法的に「視聴覚障害者情報提供施
設」と位置づけられた、県内の視覚障害
者支援の拠点である。点字・録音図書の
提供に加え、相談や訓練、関連情報の提
供などを通して、見えにくさを抱える人
の生活と情報アクセスを支えている。

今年度から、「りんごの棚」の常設設置も始めました。 新しい仲間づくりも行っています♪ 他キャンパス
の方で興味のある先生、学生の参加も大歓迎！！

【2025年度りんごの棚活動総括】

2025年度は、「りんごの棚」を通して、読書と情報へのアクセ

シビリティを地域にひらく実践を継続的に展開した１年でした。

図書館や子ども食堂、福祉イベントなど多様な場でおはなし会や

体験会を行い、図書館を拠点に、りんごの棚の取り組みを広く

知ってもらう機会を重ねました。専門施設の見学を通して実践を

学びつつ、これまでの活動を振り返り、常設設置の取り組みも開

始しました。２月２０日（金）には、乳幼児期からの読書環境や

本のある場づくりをテーマとするフォーラムをオンラインで開催

予定であり、実践を理論的に整理し、今後の展開を考える場とす

ることにしています。ぜひ皆様のご参加をお待ちしております！

連絡先 人間文化学部 保育教育学科 内山仁志 h-uchiyama@u-sihmane.ac.jp
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